
町民アンケート結果等から見る福崎町の交通現状と課題 
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１. アンケート調査概要 

 

配布日  平成２２年９月１６日 

回答期限日  平成２２年９月３０日 

方 法  自治会による配布・回収 

配布数 ６，０２９世帯 

回収数  ４，２４６世帯  

配布・回収状況  

世帯回収率 ７０％  

回答人数  １０，６１０人（１世帯あたり約２．５人） 

１５歳以上の福崎町民 
(平成２２年７月現在) 

１６，９１０人 
(１５歳未満も含めると１９，７３３人) 

回答率 ６３％ 

 

 

２. 回答者の属性 

 

 

 

 

 

 

＜性 別＞          ＜年齢＞            ＜職業＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・町民アンケート回答者の性別は、男性、女性でほぼ半数ずつとなっています。 

・年齢は、60 代、50 代、40 代及び 30 代の順に多く、50 代以上で約 6割を占めています。 

・職業は、就業者が約 5割を占めていますが、主婦、無職も約 2割と多くなっています。 

10代

6%

20代

9%

30代

14%

40代

14%
50代

17%

60代

22%

70代

12%

80歳以上

6%

男性

48%女性

52%

就業者

48%

主婦･主夫

20%

学生

6%

無職

22%

その他

4%

計：10,492 票 計：10,537 票 計：10,112 票 

※不明除く ※不明除く ※不明除く 

資料３
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保有

93%

非保有

7%

保有

80%

非保有

20%

 

 

 

  

＜クルマの運転免許＞           ＜クルマの保有状況＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３. 町民全体の移動を再現するための係数（拡大係数）の設定 

 

 

 

 

・クルマの運転免許は、８割の人が保有しています。 

・クルマは９割以上の世帯で保有しており、平均保有台数は２.２台／世帯となっています。

（1） 年齢別人口による拡大 

年齢別回答者数と福崎町の自治会別年齢別人口を用いて、人口拡大係数の設定を行い

ました。（平均拡大係数：１．５９） 

（2） 移動回数による補正 

日頃よく行く場所（問 2）は移動に関する設問であり、単位をトリップ（移動量）と

呼びます。この移動量を 1日当たりの量にするため、移動回数を用いて、頻度補正係数

を設定しました。（たとえば、週に１回＝１／７＝０．１４となります。） 

計：9,991 票 

※不明除く 

計：3,858 票 

※不明除く 

平均保有台数：2,2 台／世帯
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４. 福崎町民の流動 

 

 

 

 

＜町外流動＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜町内流動＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・町外への移動は旧姫路市、加西市、香寺町が多く、町内での移動は西田原、南田原、福田関

連の流動が多くなっています。 

旧姫路市

香寺町

夢前町

加古川市

たつの市

太子町

相生市

市川町

神河町

宍粟市

明石市

神戸市

西脇市

西宮市

多可町

朝来市

高砂市

稲美町

県外（東側）

加西市

小野市

加東市

安富町

播磨町

三木市

福崎町

凡例

10-49

50-99

100-299

300-499

500以上

単位: ﾄﾘｯﾌﾟ/日

238

365

48

33

91

45

15

10

14

3

14

2

3

西田原 東田原

南田原

大貫大貫

八千種

山崎

福田

田口

高岡

西治

高橋

福崎新

馬田

凡例

10-49

50-99

100-299

300-499

500以上

単位: ﾄﾘｯﾌﾟ/日

※行き先だけを示しており、 

帰りの移動は含まれていません。 
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1%

0.1%

5%

3%

36%

36%

17%

10%

0.4%

0%

3%

8%

26%

42%

11%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

福崎駅

溝口駅

サルビア号 バス クルマ… クルマ…
タクシー バイク 自転車 徒歩

５. 福崎町民の移動状況 

 

 

 

 

 

 

＜移動目的＞           ＜目的地までの主な移動手段＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜鉄道利用者の利用している駅＞         ＜駅までの主な交通手段＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・福崎町民の移動目的は、通勤・通学が約５割、買い物が約３割となっており、他の目的は全

て１割未満となっています。 

・目的地までの主な交通手段は、クルマ（運転）が７割を占めており、他の交通手段は全て１

割未満となっています。一方で、サルビア号は１％と少なくなっています。 

・鉄道利用者の利用している駅は、福崎駅が約７割を占めていますが、溝口駅も約２割の人

が利用しています。 

・福崎駅までの主な交通手段は、クルマ（運転）が約４割を占めており、クルマ（送迎）を

合わせると半分以上がクルマ利用となっています。一方で、サルビア号は１％と少なくな

っています。 

※ 姫路駅 3% 新野駅 1% 香呂駅 1% 

通勤・

通学

49%
買物

32%

通院

4%

習い事

2%

娯楽

5%

食事

2%

訪問

1%

寄り合い

1% その他

4%

計：13,796 ﾄﾘｯﾌﾟ/日 計：13,491 ﾄﾘｯﾌﾟ/日 

※不明除く 

行きの目的だけを示しており、帰りの移動は含まれておりません。 

※不明除く 

※不明除く 

鉄道

8%

サルビア号

0.5%

バス

0.4%

クルマ

（運転）

73%

クルマ

（送迎）

6%

タクシー

0.3%

バイク

1% 自転車

8%

徒歩

2%

計 

（ﾄﾘｯﾌﾟ/日）

 

214 

 

 

 

 

110 

サルビア号 バス タクシー バイク 徒歩

クルマ 
（送迎） 

クルマ 
（送迎） 

クルマ
（運転）

クルマ
（運転）

自転車 

自転車
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サルビア号 自家用車 サルビア号 自家用車

川西A
（田口→役場）

11.1km 5.5km 30分 12分

川西B
（高橋→役場）

7.2km 2.8km 25分 6分

川東C
（東大貫→役場）

4.6km 3.0km 8分 6分

川東D
（余田新田→役場）

9.8km 2.8km 25分 6分

距離 所要時間
ルート

６. 移動する時の問題点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７. サルビア号の利用状況 

 

 

 

 

 

＜サルビア号の利用状況＞ 

 

                    各地区から役場周辺までのサルビア号と 

                    自家用車の所要時間の比較 

                  

 

 

 

 

 

 

利用あり

8%

知っているが

利用なし
84%

知らない

8%

・サルビア号は、９割以上の人が知って

いますが、利用している人は１割未満

と少なくなっています。 

・福崎町民のうち約２割は移動する時に何かしらの問題を感じており、問題点としては、「駅

前の駐車場・駐輪場・送迎スペースが不十分」や「目的地や駅に行くバスがない」と回答し

ている人が多くなっています。 

・サルビア号は全ての集落を運行するため、

迂回しています。(第１回交通会議資料参照)

・サルビア号を利用して各地区から役場周辺

までの所要時間は、自家用車と比較して約

２倍～４倍かかります。 

サルビア号の認知度は高いが、利

用が少ないのは、便数が少ないこ

とや、集落を迂回していることも

原因と考えられるため、再編の検

討に向けた取り組みが必要です。 

※サルビア号のルートに右回り、左回りがある場合は、短い方 
を見ています 

問題あり

18%
問題なし

70%

不明

12%

0% 2% 4% 6% 8% 10%

駅前の駐車場・駐輪場・送迎スペースが不十分

目的地や駅に行くバスがない

送迎してもらうのは何かと大変

バスはあるが、利用しにくい

その他

（複数回答） 

計：14,018 ﾄﾘｯﾌﾟ/日 

計：16,557 人 

※不明除く 
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利用者の負担

なしで移動手

段を確保する

22%

一部は利用者

などが負担し

て移動手段を

確保する

60%

個人の移動に

任せる

18%

８. クルマを気軽に利用できない人の今後の移動手段確保について 

 

 

 

 

 

 

＜今後の移動手段の確保について＞         サルビア号の利用状況別、 

移動手段の確保について 

  

  

 

    

  

  

 

 

 

 

 

 

                    有料(１００円から２００円程度)と 

                        なった場合、巡回バスを利用されますか？ 

 

 

・今後の移動手段の確保については、「一部は利用者などが負担して移動手段を確保する（残

りは町が負担）」が約６割と多くなっています。 

・サルビア号の利用状況別、移動手段の確保については、サルビア号を利用したことがある

人でも約６割が有料化を容認しています。 

上記の結果から今後も町が運営主体となり、クルマを気軽に利用できない人の移動手段を確

保する必要があります。また、町民の約８割、サルビア号利用者の約４分の３が有料化に肯

定的な意見であることから、現在よりもサービスレベルを向上させた有料サービスへの移行

も考えられます。 

出典：サルビア号に関するアンケート 

   （平成１９年度実施） 

赤：町が関わって移動手段を確保（約 8割） 

青：有料化を容認（約 8割） 

今までどおり

74%

利用回数

が減る

6%

利用しない

7%

わからない

13%

※サルビア号を知っている人を集計対象としています。（不明除く）

・サルビア号利用者に直接聞い

たアンケート調査結果でも、

有料でも今までどおり利用す

ると答えた人が約４分の３を

占めています。 

計：15,415 人 

計：160 票 

37%

21%

53%

62%

10%

18%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用あり

知っているが

利用なし

全額町が負担 残りは町が負担 町の負担なし 計 

(人) 

 

1,300 

 

 

 

 

12,891 

利用者の負担なしで移動手段を確保する 
一部は利用者などが負担して移動手段を確保する 
個人の移動に任せる 

※不明除く 



 

― 7 ― 

９. クルマを気軽に利用できない人（移動に困っている人）の抽出及び特性 

 

（１）クルマを気軽に利用できない人（移動に困っている人）の定義及び人数 

   クルマを気軽に利用できない人を以下の２つの視点で抽出しました。 

 

 

 

 

※１ 自動車運転免許更新時に高齢者講習が必要 

※２ 「送迎してもらうのが何かと大変（時間を合わさなければいけない、気をつ

かうなど）」「目的地や駅に行くバスがない」「バスはあるが利用しにくい」

福崎町民 

クルマを気軽に 

利用できない人 

（若年層も含む） 

高齢者でクルマを

利用できない人 

条件を設定して 

さらに条

件を限定

して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 
人 数：１，５２０人 

移動量：６６７トリップ／日 

クルマを気軽に利用できない人 

（若年層含む） 

 

 

 

 

 

 

・クルマの免許なし 

  または 

・家にクルマの保有なし 

  または 

・７０歳以上※1 

人 数：５，１０３人 

移動量：３，３０４トリップ／日 

なおかつ

・移動する際に公共交通に関

する問題を感じている人※2 

クルマを気軽に利用できなく移動に困

っている人（若年層含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 
人 数：６４８人 

移動量：２１５トリップ／日 

高齢者でクルマを利用できない人 

 

 

 

 

 

 

人 数：１，６５８人 

移動量：７３９トリップ／日 

なおかつ 

・移動する際に公共交通に関

する問題を感じている人※2 

高齢者でクルマを利用できなく移動に

困っている人 

 

・「７０歳以上」※1かつ「免

許なし」 

  または 

・「７０歳以上」※1 かつ「家

にクルマなし」 
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17%

32%

47%

83%

68%

53%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者でクルマを

利用できなく

移動に困っている人

クルマを気軽に

利用できなく

移動に困っている人

福崎町民

男性 女性

15%

6%

4%

14%

2%

15%

2%

13%

4%

15%

12%

17%

48%

33%

11%

52%

29%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者でクルマを

利用できなく

移動に困っている人

クルマを気軽に

利用できなく

移動に困っている人

福崎町民

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80歳以上

（２）個人属性の比較 

 

 

 

 

＜性別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年齢＞ 

 

・移動に困っている人は女性の割合が高くなっており、特に高齢者でクルマを利用できなく移

動に困っている人は、８割以上が女性となっています。 

計 

(人) 

 

16,747 

 

 

 

 

1,486 

 

 

 

 

629 

計 

(人) 

 

16,916 

 

 

 

 

1,520 

 

 

 

 

648 

※不明除く 

10 代 70 代 80 歳以上 

80 歳以上70 代 
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1%

18%

79%

99%

82%

21%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者でクルマを

利用できなく

移動に困っている人

クルマを気軽に

利用できなく

移動に困っている人

福崎町民

保有 非保有

 

 

 

 

 

＜職業＞ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜クルマの運転免許＞ 

 

・移動に困っている人は無職・主婦の割合が高くなっています。また、若年層も含めた移動に

困っている人は、学生の割合も高くなっています。 

就業者 主婦 無職 

計 

(人) 

 

16,162 

 

 

 

1,426 

 

 

 

600 

 

 

主婦 無職 

主婦 無職 

計 

(人) 

 

15,910 

 

 

 

1,454 

 

 

 

643 

 

 

※不明除く 

※不明除く 

2%

8%

49%

21%

20%

18%

0%

16%

8%

72%

52%

21%

5%

4%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者でクルマを

利用できなく

移動に困っている人

クルマを気軽に

利用できなく

移動に困っている人

福崎町民

就業者 主婦（主夫） 学生 無職 その他

就業者 主婦 無職 

無職 主婦 

主婦 無職 



 

― 10 ― 

1%

28%

49%

46%

37%

32%

34%

18%

4%

19%

17%

15%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者でクルマを

利用できなく

移動に困っている

人

クルマを気軽に

利用できなく

移動に困っている

人

福崎町民

通勤・通学 買物 通院 その他私用

2%

18%

8%

10%

5%

0.5%

4%

3%

0.4%

0.2%

14%

73%

50%

31%

6%

5%

2%

0.3%

4%

4%

1%

18%

22%

8%

6%

3%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高齢者でクルマを

利用できなく

移動に困っている人

クルマを気軽に

利用できなく

移動に困っている人

福崎町民

鉄道 サルビア号 バス クルマ

（運転）

クルマ

（送迎）

タクシー バイク 自転車 徒歩

（３）移動内容の比較 

 

 

 

 

＜移動の目的＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜目的地までの主な交通手段＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・移動に困っている人は買物・通院目的が多くなっており、高齢者でクルマを利用できなく移

動に困っている人では約８割が買物・通院目的になっています。 

・若年層も含めた移動に困っている人は、クルマ（送迎）と鉄道、サルビア号、バスの公共

交通が多くなっており、高齢者でクルマを利用できなく移動に困っている人ではクルマ（送

迎）が半分を占めています。 

計 

(ﾄﾘｯﾌﾟ/日) 

 

13,796 

 

 

 

 

654 

 

 

 

 

209 

通勤・通学 買物 

通勤・通学 買物 通院 

買物 通院 

計 

(ﾄﾘｯﾌﾟ/日) 

 

13,491 

 

 

 

 

648 

 

 

 

 

208 

クルマ（運転）

鉄道 クルマ（送迎）

クルマ（送迎）

サルビア号 

サルビア号 

自転車 

自転車 

※不明除く 

※不明除く 

バス 
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4%

8%

4%

46%

52%

31%

53%

44%

34%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

送
迎
し
て
も
ら
う
の
は
大
変

バ
ス
が
な
い

利
用
し
に
く
い

福崎町民 クルマを気軽に

利用できなく

移動に困っている人

高齢者でクルマを

利用できなく

移動に困っている人

（４）移動する時の問題点の比較 

 

 

 

 

 

 

＜移動する時の問題点＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細 

送迎してもらうのは大変 

 

バ ス が な い 

利用しにくい 

 

：送迎してもらうのが何かと大変（時間を合わさなければいけない、

気をつかうなど） 

：目的地や駅に行くバスがない 

：バスはあるが、利用しにくい 

・若年層も含めた移動に困っている人では半数以上が、「目的地や駅に行くバスがない」の問

題点をあげています。 

・高齢者でクルマを利用できなく移動に困っている人では半数以上が、「送迎してもらうのが

何かと大変」の問題点をあげています。



 

― 12 ― 

36%

25%

8%

61%

69%

84%

3%

6%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者でクルマを

利用できなく

移動に困っている人

クルマを気軽に

利用できなく

移動に困っている人

福崎町民

利用あり 知っているが利用なし 知らない

37%

35%

22%

48%

52%

60%

14%

13%

18%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者でクルマを

利用できなく

移動に困っている人

クルマを気軽に

利用できなく

移動に困っている人

福崎町民

利用者の負担なしで移動手段を確保する（全額町が負担）

一部は利用者などが負担して移動手段を確保する（残りは町が負担）

個人の移動に任せる（町の負担なし）

（５）サルビア号利用状況及び今後の移動手段確保についての比較 

 

 

 

 

 

 

＜サルビア号の利用状況＞         ＜移動手段確保について＞ 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

48%

29%

48%

55%

4%

16%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用あり

知っている

が利用なし

全額町が

負担

残りは

町が負担

町の負担

なし

利用者の負担なしで移動手段を確保する（全額町が負担） 

一部は利用者などが負担して移動手段を確保する（残りは町が負担）

個人の移動に任せる（町の負担なし） 

・クルマを気軽に利用できない人は、サルビア号を利用したことがある人が多くなっており、

逆にサルビア号を知らない人が少なくなっています。 

・クルマを気軽に利用できない人は、「利用者の負担なしで移動手段を確保する（全額町が負

担）」が多くなっていますが、「一部は利用者などが負担して移動手段を確保する（残りは

町が負担）」「個人の移動に任せる（町の負担なし）」で６割以上となっています。 

・移動に困っている人でサルビア号を利用したことがある人でも、「一部は利用者などが負担

して移動手段を確保する（残りは町が負担）」「個人の移動に任せる（町の負担なし）」で半

数以上となっています。 

※サルビア号を知っている人を集計対象としています。

  （不明除く） 

※サルビア号を知っている人を集計対象としています。

  （不明除く） 

クルマを気軽に利用できなく移動に困

っている人におけるサルビア号の利用

状況別、今後の移動手段確保について 

高齢者でクルマを利用できなく移動に困

っている人におけるサルビア号の利用状

況別、今後の移動手段確保について 

計 

(人) 

 

16,557 

 

 

 

1,491 

 

 

 

641 

計 

(人) 

 

350 

 

 

 

 

952 

47%

32%

47%

49%

6%

19%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用あり

知っている

が利用なし

全額町が

負担

残りは

町が負担

町の負担

なし

利用者の負担なしで移動手段を確保する（全額町が負担） 

一部は利用者などが負担して移動手段を確保する（残りは町が負担）

個人の移動に任せる（町の負担なし） 

計 

(人) 

 

15,415 

 

 

 

1,392 

 

 

 

598 

計 

(人) 

 

213 

 

 

 

 

361 

※不明除く ※不明除く 
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１０. 福崎駅を利用しやすくするために最も重要だと思うこと 

 

 

 

 

 

＜最も重要だと思うこと（１位）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・福崎駅を利用しやすくするために最も重要だと思うこととしては、「駐車場を増やす」「駅

前広場を広くする」「駅まで行くバスを便利にする」の順に多くなっています。 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500 4,000 4,500

駐車場

駅広

駅までのバス

道路整備

店を増やす

バリアフリー

駐輪場

今のまま

改札

その他

（人）

駐 車 場

駅 広

駅までのバス

道 路 整 備

店 を 増 や す

バリアフリー

 

駐 輪 場

今 の ま ま

改 札

そ の 他

：駐車場を増やす 

：駅前広場を広くする 

：駅まで行くバスを便利にする 

：道路を整備する 

：買物や休憩できる店を増やす 

：バリアフリー化を推進する 

（段差の解消、エレベーター設置など）

：駐輪場を増やす 

：福崎駅周辺は今のままでいい 

：自動改札や交通ＩＣカードを導入する

：その他 

福崎駅利用活性化に向けて、駅前広場整備や、バス･クルマ等の乗継ぎ改善など、

ハード･ソフト両面から福崎駅周辺整備を推進していくための検討が必要であると

考えられます。 

※福崎駅利用者アンケート調査も実施しており、別途、福崎駅周辺整備の検討を進めています。


